
　融雪期には降水のない晴天日でも融雪水に起因する斜面
災害が発生することがあります。そのような災害が発生す
る危険度を評価することを目的として，災害の要因である
積雪底面からの融雪水の流出量をアメダス等の一般に入手
可能な気象データから推定するモデルを開発しました。こ
のモデルは，積雪表面での熱収支に大きく影響する斜面の
方位と傾斜を考慮しており，平地を含めて様々な斜面を対
象として融雪水の流出量を計算することができます。積雪
地域の融雪期間における積雪底面流出量の観測を行い，そ
の観測値と本モデルによる推定値とを比較した結果，1時
間単位の推定でばらつきはあるものの（推定値と観測値の

積雪底面流出量推定モデルの融雪期斜面への 
適用
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決定係数R2＝0.6），融雪期間の積算値は観測値を精度良
く推定できることがわかりました。
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